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　人形つかいのマリオは、あやつり人形たちといっしょに国じゅう

を旅して、自分で考えた人形芝居
し ば い

を見せていました。しかし、何年

もするうちに、人気者になったマリオは同じ芝居を何度もくりかえ

すようになりました。同じ芝居をくりかえす人形たちはあきてしま

い、ついに自分たちであやつり糸を切ってしまいました。

　小さなどんぐりが土の上におちました。どんぐりは根
 ね

っこをのば

して、芽
 め

を出しました。芽はどんどんのびてりっぱな木になりまし

た。小さなどんぐりがりっぱな木になったのはそこに土があったか

らです。こんどは木がかれ葉
 は

を落として土をつくる番です。土には

長い時間とたくさんの命
   いのち

がつまっています。

　王妃
お う ひ

の命令
　  めいれい

で、人を美しくする薬草
やくそう

をとりに出かけた男が森で出

会ったのは、九色にかがやくふしぎなしか。川に落ちてしまった男

を、九色のしかは助けました。このことはだれにも言うなと、しか

に口止め
く ち ど

されたのに、男は王妃に話してしまいます。そのけがわを

ほしがった王妃のために、王は兵馬
へ い ば

とともに森へ出かけてしまいま

した。

　『いろいろいろんな

　　　　　かぞくのほん』
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　　ロス・アスクィス／え
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　世
 よ

の中には、いろんなかぞくがあります。かぞくのかたちや、お

おきさには決
 き

まりはなく、さまざまです。この本の中にも、いろい

ろなかぞくがでてきます。すんでいるいえが大きいひともいれば、

いえがないひともいます。かぞくみんながはたらくいえもあれば、

だれかひとりがはたらくいえもあります。

　かしこい動物ときいて思いうかぶのはなんですか。アメリカ先住

民の人々やメキシコの人々は、それは「コヨーテ」だと言います。

日本人にはなじみがありませんが、コヨーテは小さいオオカミのよ

うなすがたをしていて、小動物や木の実など、何でも食べる動物で

す。この本の中でコヨーテはかしこさをぞんぶんにはっきしたり、

時にはだまされたりします。

　マツボックリにはどれだけの種類
しゅるい

があるんだろう？マツボックリ

を見つけるとうれしくなるという作者
さくしゃ

のゲッチョ先生が、色も形も

さまざまなマツボックリのことを、教えてくれるよ。よく見かける

クロマツのマツボックリ、ツガという木のちいさなマツボックリ、

テーダマツという木の大きなマツボックリ。さがしに行きたくなる

ね。

　　富田林市立図書館
とんだばやし しりつ　としょかん

から　３・４年生のみなさんへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   夏のおてがみ
　　　　　　　　　        あつい日がつづきます。エアコンのおへやでのんびり読書

   どくしょ

をたのしんでくださいね。

しょうどうぶつ
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』
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　葉
 は

っぱにとまっている虫を見たことのある人は多いでしょう。虫

たちは、葉っぱを食べたり、葉っぱにたまごをうんだりします。

葉っぱを食べたあとは、葉っぱが「あみあみ」になり、たまごをう

んだあとには、「まゆ」ができたりします。この本では、たくさん

の虫と、そんな虫たちがのこしたり作ったりした「しわざ」をしょ

うかいしています。

　ミミは、町でひとつだけの本屋さんでおじいさんのおてつだいを

しています。ミミは本が大すきで、本さえあれば何もいりません。

ある日、お店にきた絵かきさんにスケッチにさそわれます。けれど

ミミは、外に出るのがこわくてことわってしまいます。じぶんのす

きな世界にだけいる女の子が、外の世界へ一歩ふみだす物語です。

　ヒマラヤで有名
ゆうめい

なエベレスト。ポルパはヒマラヤのふもとにくら

す男の子です。シェルパとよばれる登山家
と ざ ん か

を手助けするしごとをし

ています。でも、まだ行けるのは、氷河
ひょうが

の入り口までです。頂上
　

ま

では何日もかかり、体力も技術
ぎじゅつ

も必要
ひつよう

です。ある日、テンジンおじ

さんがそろそろ山登りを教えてあげようと声をかけてくれました。

『ステラとカモメとプラスチック
　　　うみべのおそうじパーティー』
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　　　 偕成社

　『さがしてみよう！

　　　マークのえほん』

　　ぼここうぼう／え

　　学研プラス

　ステラは小さな友だち、カモメのミューちゃんのぐあいがわるい

ことに気づきました。人間が海にすてたプラスチックごみをたべて

いたからです。海にはひろいきれないほどたくさんのゴミがありま

した。うみべのおそうじパーティーをしよう！ステラはまちのお店

をまわり、ポスターをはり、おかし会社に手紙をかきました。

　朝からずっと雨がふっています。お母さんはきゅうなようじで、

出かけなくてはいけません。この町のこどもは、雨の日におるすば

んをする時はかっぱとすごすことになっています。なおちゃんは、

家にたずねてきたかっぱに、はじめはびっくりしていましたが、ピ

クニックのじゅんびをしていたらだんだん楽しくなってきました。

　ひとめでだれにでもわかるように考えられたマーク。交通
こうつう

ルール

やマナー、案内
あんない

など町中にありますね。家の中にもマークはいっぱ

い。あなたの着ている服にも、食べ物や飲み物にも。この本を読み

ながら、身の回りのマークを探
さが

しましょう。何となく見たことのあ

るマークもなぜこのデザインかを知ることはとても大事なことです

ね。

　　 富田林市立中央図書館
　　☎0721-25-4921

　　富田林市立金剛図書館
　　☎0721-28-1171

  ＳＤＧｓ
　　

エスディジーズ（持続
じ  ぞ  く

可能
 か  の  う

な開発
か い は つ

目標
 もくひょう

）って？

　この地球
ちきゅう

にすむだれもとりのこされることなく、みんなが安定
あんてい

してくらし続
つづ

けるために、

　世界のさまざまな問題
もんだい

を整理
 せいり

し、解決
かいけつ

できるようにと、国連
こくれん

の会議
 かいぎ

でつくられた目標のことです。

まちじゅう

ちょうじょう


